
畜産農家の生産コスト低減等の取組み 

 

令和３年度以降に実施した「新規」での取組み又は令和２年度以前と比較して「増加・

拡大」した取組みを合わせて３つ以上選択。 

分類 取組メニュー 

疾病・事故率などの低減 □事故率低減のため、削蹄の実施 

 □事故率低減のため、獣医師の指導等による分娩監視 

 □疾病の低減のため、ワクチンの接種 

 □分娩監視装置等のＩＣＴ機器の導入 

暑熱・寒冷対策による生産

性の改善 

□暑熱・寒冷対策による生産性の改善 

地域内の自給飼料の生産・

利用の増加 

□牧草地面積を増やす 

 □国産牧草（乾草・サイレージ）の給与割合の増加 

 □エコフィード（豆腐粕・醤油粕等）の給与割合を増やす 

 □耕畜連携等による地域内の飼料の利用 

（牛）分娩間隔の短縮 

 

□（取組み内容を記載） 

（豚）人工授精を活用した

生産コストの削減 

□（取組み内容を記載） 

（豚・鶏）優良系統の導入

による生産性の向上 

□（取組み内容を記載） 

コスト低減に関する勉強会

（講習会）の参加 

□（勉強会・講習会名を記載） 

その他 □（上記に該当しない取組内容を記載） 

 

 


